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(要旨)ベ ル リン所蔵 トカラ語B寺 院経済文書の分析 と年代について

慶 昭 蓉 ・荻 原 裕 敏

現在,筆 者 らは,各 国 に所蔵 されてい る トカ ラ語世 俗文書 の総 合的研 究 を

進 めて お り,既 に,ド イ ツ ・フランス ・ロシア所 蔵の文書 につ いて調査 を行 っ

た.ト カ ラ語 によ る世俗 文書 は各 国に所 蔵 され てい るが,ベ ル リン ・コレク

シ ョンが,そ の大 部分 を占めて い る.ベ ル リンの国家 図書館所 蔵 の文書 は,

7b凶 勘 アR倒IIで,NL433-489と して転 写が出版 されてい るだ けでな く,Sieg

(1950)に よ る研 究 も公表 されてい る.し か しなが ら,こ れまでに公表 された

資 料は,全 体 の一部 に過 ぎず,同 じ文書群 に属す ると考 え られ る数多 くの文

書(THT2679-2950)は,研 究対象 とされない まま となって いた.こ れ らの文

書 は,そ の大 きさ ・形 状 の共通 性,文 書 に残 され てい る染 みや カ ビの痕跡 と

いった点 を手が か りに,お お よその配列 を確 定 す るこ とが可能で ある.そ の

結果,こ の文書群 は,い くつか のグルー プに分類で きるこ とが明 らか になった.

本 論文で は,そ のほ とん どを占め るグループ(maingroupと 呼 ぶ)の 内部構成 ・

年代 を扱 う.

本 論 文でmaingroupと した文書 は,紙 の質や 色 ・形状 ・紙 背に見 られ る署

名が共通 してお り,内 容か ら,以 下の ように分類 す るこ とがで きる.

タイ プ1:穀 物(製 品)出 破歴

1-a:僧 院 内部用

レb:浄 人 ・工 匠な どの外部者用

1-c;aとbの 混合(THT2705の み)

タ イ プ2:油,ギ ー(?)出 破 歴

タイプ3:寺 院経営 関係
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上記分類 の タイ プ1は,特 定 の穀物 で はな く,そ れ らか らの加工 品 を扱 っ

てい る.こ れ らは,ト カ ラ語Bで は,〃 θ3ε,wδん'θ,ア廊 アθな どの語 で表 され

てい るが,如 何 な る実体 を指 してい たかは不明 であ る.タ イ プ1-aに は,施

与 もし くは納 入 され た食糧 の記載 も時折 見 られ るが,頻 度 は高 くな い(こ れ

らの施与 も しくは納入 について も,以 下 に述べ るPα 勉脚 脈 εと3α献翻 ε形 の

監 督下 に置 かれ る).記 載 の基本 的な方法 は,名 前 の不 明な筆記 者が,月 の

何 日,ど れ だ けの量 を支 出 したか を記 録 し,毎 日,若 し くは,数 日に一度,

P痂ow副 舵 と3α勲δ5婬 εとい う職位 にある二人の高位の僧侶 に提示 し,彼 ら

の署名 をもらう とい う方法で ある.こ れ は,以 下の ような書式 となってい る.

P痂owα 瞰 θ(某 甲)り,δ肋[署 名]5α 畝 耐 ε泥(某 乙)6α 君3α[署 名]

P祕owo激 ε(某 甲)は 見た.[署 名]3碗 鯨∫獅 ε(某 乙)は 知った .[署 名]

この書式 の 「見た」 「知った」は,漢 文文書 に見 られ る書式 を想起 させ る.

タイ プ2は,原 料不明 の植物油(助,oゐo鰍55ε50り2wε)・ 牛酥(舵 ηγθ即り・wε)

の管理 に関わ る文書 であ り,こ れ らは食用 ・灯 りな どの用途 に用 い られ ている.

タ イ プ2の 文書 は,タ イ プ1の もの と比較 して,破 損が激 しく,油 ・酥 の施

与 もし くは納 入の記載 が,こ れ らの文書 に含 まれていた か否か につ いて は判

断 で きない.し か しなが ら,利 用 で きる記載か らは,タ イ プ1に 見 られ るよ

うな僧 院 とそれ以外 の人々 の区別 はされ ていなかった と思わ れる.記 載の書

式 は,タ イプ1と 同様で あ る.興 味深い のは,度 量衡 として,こ れ まで に知

られて いた 「石(o嵌)」 「斗 伽 の 」「升(びα掀)」 という漢語か らの借用語以外 に,

んα庸 θとい う単位 が使用 されてい る点である.こ の語 は,今 まで指摘 された こ

とはないが,梵 語 んα1δc匹伽1δc'んα一`spoon'の 借 用語で ある と解釈 した .タ イ

プ2に 属 す る文 書で は,こ の単位 は,中 国の 「合」,即 ち 「十分 の一升 」に相

当 して いる と考 え られ る.

トカ ラ語BのP励cwα 脈 θは,こ れ まで知 られてい る トカ ラ語B世 俗文書

で は,キ ジ ル発 見の もの にのみ見 られ る役職 名で あ り,梵 語*p痂oo-v副 肋 一

(137)



に 由来 し,「 五事 を掌 る者 」,若 し くは,当 該 の僧 院 が,五 名の管理人 を設 置

してい た こ とを指 してい る と推 定 され る.文 書か らは,任 期 が比較 的長 い

5α派δ5獅εに対 して,P痂owα 激 θは,数 日おき(ほ ぼ1～5日 おき)に 交替 して

いた よ うに見受 け られ る.こ こで管理 されてい る食糧 ・油 は,僧 侶 に提供 さ

れ る他,浄 人(初 ργδrε)・工匠(翩o肋 θ)・織工(職 厩 η磁)な どに も提供 さ

れてい る.

タ イ プ3は,種 ・製粉 や銭 の納入 ・支 出な どに関す る もので ある.こ の分

類 に属 す る文書 は,損 傷が最 も激 しいが,特 徴 として,そ の署名 の在 り方 を

指摘 す ることがで きる.文 書 の右側 には,仕 事 を担 当 した在家 の者(こ こでは,

信 徒か,専 門に生業 として いる者か の判断 はで きない)の 画指が あ り,左 側

には,3面 雁 齏 α7'及び}b勅1α μ(も しくは}掀010)と 称 される管理者 の画指 が

確認 される.筆 者 らの研究 に拠れ ば,maingroupに 属 す る文書 の紙背 には,こ

の8w伽'齏 碗 の署名が見 られ るが,3画 履 擁 碗 は,梵 語5v伽 加一と δcδヴα一

に由来 し,前 者 は 「(寺?)主 」を指 してい る と見 られ る.在 家 の者 の側で は,

通 常,}加5鷹(直 訳 は 「監督者 」)と 称 され る者が画指 を して いるが,場 合 に

よっては,}伽 配磁肋(直 訳 は 「出納係」)と 称 され る者(確 認 されてい る例で

は,全 て女性)が,}勧5腑'の 後 に画指 を している.画 指 を行 ってい る者の 中

には,ソ グ ド人 の名前 も見 られ る.ま た,寺 院のため に仕事 を行 った者 の 中

には,牧 羊や牧牛 に携わ って いた と推定 され る人々 も散見 され る.

これ らの文書 の年代 について,Schmidt(2001)は10・11世 紀(西 ウイ グル

時代前半)と 推定 してい る.し か しなが ら,外 形的特徴,即 ち,紙 の幅(中 国

式の紙の高 さ)が275～28.Ocmで,唐 代 の中央 アジア出土世俗 文書 とほぼ一致

す るだ けで な く,画 指 な どか ら,唐 代 の もの と推 定 され る.ま た,署 名 に関

して は,二 人 のPα 勉wα磁 εが,そ れ ぞれ 「金 」「見」 とい った漢字 を署 名 とし

てい る例 さえ見 られ る.

内容 の面か ら見た場合,官 名や呼称 な どの点で も,西 ウイ グル王 国時代 に

属 す る と考 えられ る特徴 は見 られな い.特 に注意 すべ きは,こ こで使 用 され

てい る貨 幣であ る.こ れ らの文書 で は,紙 に書かれ た,そ の他の場所 か ら発
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見 された トカ ラ語B世 俗文書 と同様 に,cδ ηθ(<銭)の み を使用 し,区 別 はさ

れていない.こ れに反 して,ト カ ラ語B木 簡で は,通 常,駆 δηθ(「 クチ ャの

銭」 を指す)が 使用 されるが,時 には,卵 跏 εと並 んで,c伽 θや 伽 δrと 称 さ

れ る金貨(<BuddhistSkt.6励 δ瀞`den訂ius')も 使 用 され る.そ の ため,貨 幣 に

関 して区別が見 られ ない紙文書 は,銅 銭が安定 的 に クチ ャで使用 され ていた

唐代 の状況 を反映 して いる と見 られ,こ れ は,棉 布 や銀 錠が 主要貨幣 として

使用 されていた西 ウイ グル王国時代 とは大 き く異なってい る。

これ らの文書 には,僅 か では あるが,ト カ ラ語Bに よる紀 年が残 され てお

り,そ れ らは,絢 θ伽rc観 ε王 の二年(虎 年)と 再建す るこ とがで き,こ の頃

に書 かれた もの と推定 する こ とが可能 であ る.こ の王 の名前 は,ス バ シの題

記(G-Su34)や ロシア所蔵 の寺院文書(SIToch./9,13)に も見 られ,こ れ らの

紀年か ら同一の王を指 してい るこ とが確 認で きる.同 じ く絢 ε厩 κ跚ε王 の二

年(虎 年)の 紀年を持つSIToch./9,13に は,「yα ηθ傾 く游奕使 」「㎞・勿 く關 ・

館(こ こでは後 者の可能性が高 い)」 「砂 く牒 ・帖」 といった唐朝 による直接

支配 を反映す る語が見 られ るぼか りか,本 稿で検討 してい るmaingroupに は,

伽 αりかδ舷 とい う術語が見 られ,こ れ は漢語の 「税 糧」 に対応す る.こ の 「税

糧」 は,現 在 まで に知 られてい る漢文文書で の例 は極 めて稀で,「 唐 年次未詳

龜茲 白向宜黎租桃 園契」 な どの少数 の中央 アジア出土唐代文 書 に確認 され る

のみ であ り,ト ゥル ファン ・敦 煌 出土 の漢 文文書 に は見 られ ない.こ れ らの

漢語か らの借用語 は,唐 が 中央 アジアよ り撤退 した後,1世 紀或 いは,そ れ以

上の長 い期間 にわたって,ト カ ラ語Bに 残存 した もの とは考 えに くい.

こ こで注意 され るべ きは,森 安孝夫(2004d)に よって説 明 されてい る金花

王の例 のよ うに,偉 ε伽rc砌 θとい う名前 の王 は,必 ず しも一人で あった とは

限 らない点で あ る.筆 者 らは,ト ゥムシ ュク語資料 と してベル リンに所 蔵 さ

れて いるTS43が,ト カラ語B木 簡 であ ることに気づ き,そ こに,1(5ε 〃2伽c槻ε

とい う王名 を見 出 した.紀 年 の方法か ら,こ の王 は,上 に挙 げたK翼 〃2跏c〃ηε

よ りも,さ らに古 い時代 の王で ある と考 えてい る.

また,本 論文で扱 う文書群 に画指が見 られ る点 につ いて は既 に言 及 したが,
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一般に紙で書かれた トカラ語B世 俗文書には画指が使用され
,ウ イグル語文

書で見 られるタムガ印は使用されない.こ こで注目され るのは,ト カラ語B

で見 られる画指は,コ ータン語 ・トゥムシュク語などの文書に見 られるもの

と比較 して簡略である点である.即 ち,ト カラ語B世 俗文書では,「某某の

んαpo'」という記載の横 に,た だ三つの墨跡のみを記 して指形 とし,指 形を表

す墨跡の間に文字が書かれることはな く,ま た年齢も記されない.

画指の習慣は,恐 らく七世紀初めに高昌に伝えられたもの と思われ るが,

この方法を導入 した頃,高 昌の人々はこのや り方に慣れなかったようで,呉

震(1995)と 同様に,筆 者 らは,指 形を表す記号の間に説明の語句を挿入 し

た り,或 いは指形を詳細に描いた りする例が数多 く見 られることは,高 昌の

人々が画指 という方法を使用 し始めた頃に現れた折衷形式であると考 えてい

る.七 世紀後半以降,高 昌の人々は徐々に画指の簡略化を行い,仁 井田陞が

言 う 「点式画指」を日常的に使用 し始めた.こ のような簡単な形式は,ト カ

ラ語B世 俗文書に見られるもの と非常に似ている.高 昌地域において,画 指

が辿ったこのような過程から,ト カラ語B世 俗文書に見 られる画指の形式は,

クチャの入々が画指という方法に慣れ親 しんでいる時代のものであると考 え

られる.

Emmerickが 指摘 しているように,ト カラ語Bの た叩c～は,ト ゥムシュク語

に借用 されている.一 方,「 画指」 という語が,ト ゥル ファン文書に定型化

された語 として使用 される最も早い例 は641年,即 ち唐王朝が高昌を征服 し

た翌年である.発 音が 「画指」 とほぼ同じ形式の 「獲指」も,ト ゥルファン

文書には広 く見 られ る.残 念 ながら筆者 らは,現 在の ところ,ト カラ語Bの

吻dの 導入経路 と音韻変化に十分な解釈を与えることはできない.

7・8世 紀 に漢文文書で流行 していた 「点式画指」の在 り方には,恐 らく

9世 紀初めに変化が生じた と見 られる.こ の点について,東 トルキスタン出土

の文書資料は非常に少ないが,敦煌出土の文書には,9世 紀の30年 代以降 ,「書

指」「書紙」などの変異が現れることから,「画指」を含む定型句に変化が生

じたことが窺える.ま た,こ の時期以降,敦 煌文書には,「点式画指」は見 ら
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れず,よ り複雑な方法が出現する.こ のようなより複雑 な形式は,仁 井田陞

が言 うような 「画指本来の形式」ではなく,説 明の必要か ら,そ の他の部分

を補った形式 と見做すべ きである.言 い換えれば,こ の頃,画 指の方法は既

に一般的ではなかったため,説 明を加えねばならなかったのであろう.こ の

ような現象は,高 昌地域に画指が伝わった頃の現象 と似ている.

以上に略述 した中央アジアにおける画指の状況 と変遷,ウ イグル語文書に

は画指が見 られない点を考慮すれば,ト カラ語B世 俗文書に見られる非常に

簡略化された画指の形式は,唐 代文化がクチャ地域に深 く浸透 していた時期

を反映 していると言える.

これまでに述べた文書群が与える情報か ら,キ ジル発見のmaingroupは ,

従来言われてきたような10・ll世 紀(西 ウイグル時代前半)の ものではなく,

8世 紀頃の数年にわたる期間に集中的に書かれたものであると判断することが

できる.こ のような結論は,玉 井達士によって提示された 匸4Cによる年代判定

結果 と近いものである.
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